
第通砂10-4、通砂A1-58号

　　　　　　　　

Ⅰ．はじめに

　本工事 の対象流域となる七郎谷は、一級河川　神通川（宮川）の左支川であり、

流域面積：A=０．８９K㎡、右側渓流(A)延長：L=７７０m、左側渓流(B)：L=９７０mの

２本の主渓流が谷出口で合流している地域であり、

上流域部は、土石流流下・発生区間と続き、土砂

沈濫区域には、人家が点在するほか公共的建物

「中野ふれあい会館」が存在するため、砂防堰堤

を構築し、土石流の流下を防ぎ住民の生命及び

財産を守ることを目的とする事業の、第１期工事

です。

　本工事の施工では、安全管理活動の原点に今

一度戻り、如何に「安全第一」で日々変化する作業

に対してリスクを共有し、現場従事者全員で工夫を

凝らした安全活動を実践したことで、無事故・無災害で工事を竣工することができました。

 今回工事において実践した、安全活動及び地域密着型企業としての取組を報告します。

Ⅱ．工事概要

砂防堰堤工　　本堤工 　L＝４９．７m　V＝１，７２１㎥

付替道路工　　付替道路工(ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ)

　L＝１９０．３m　W＝３．０m

付替道路工(作業道)

　L＝１６５．３m　W＝３．６m

函渠工

　L＝４．０ｍ　　B＝４．９ｍ

　H＝３．５ｍ

すぎさき　しんじ請負者：　　株式会社　谷上組

現場代理人　兼　主任技術者　　　○杉﨑　伸児

七郎谷　砂防堰堤工事における安全対策について

工 　期：自　平成25年3月22日　至　平成25年11月26日

発注者：岐阜県古川土木事務所

公共 社会資本整備総合交付金（通常砂防事業）【翌債】公共通常砂防事業【翌債】工事
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Ⅲ．本工事施工における安全課題

【課題　１】　施工ヤードの確保

　　　本堤構築にあたり、型枠・足場等の材料や、クレーン据付のヤードが必要であった

　　が、谷合流部でもあり、ヤードの確保が困難であった。

　　作業ヤード造成

【効　　　果】

　谷水の切回し仮排水・ヤードの造成により、レッカーはアウトリガー全張出可能と

なり、鋼製型枠、足場材料等も整然と保管できた。

　また、ヤード周辺は、区画し、転落防止柵を設置、作業員の転落防止を図り、

安全に作業が行うことができた。

造成中着手前現況

ヤード造成後



【課題　２】　緊急時の対応

　近年、局地的ゲリラ豪雨また、それに伴う洪水・土石流の発生などによる被災が、

全国的に発生している。当現場においても地形的にその可能性は、大であった。

　施工計画時に降雨・増水等が生じた場合、如何に対応するかミーティングを

②　作業中、異常気象となった場合の避難方法や作業中止→帰社までの判断

これらの判断が、明確にできるようフロー図を作成。現場に掲示すると共に安全訓

練時に教育を行い、理解を深めた。

実施した。　その結果、

①　現場へ出発すべきか否かの判断（警報発令中）

土石流掲示 避難路 →

緊急時出発前打合表 緊急時の現場体制



避難訓練の実施 自記雨量計の設置

現場パトロール点検表（H25．8.23） 現場パトロール点検表（H25．9.16）



【効　　　果】

　これらのマニュアル作成実行により、

実際、８月２３日（時間雨量４０㎜）に型枠組立作業をしていたが、急きょ作業員

全員作業中止し、帰社させた。

　９月１６日（飛騨北部大雨洪水警報発令）は、出発前のフローによる判断で、

なく作業を終えることができた。

【課題　３】　女性社員によるパトロール

　安全施設の充実等について常日頃、当社では、社内パトロール、毎日の安全

巡視員によるパトロールは、チェックリストを作成し点検を実施していた。

　結果、点検項目だけのチェックになりがちでマンネリ化しつつあった。

のパトロールではついつい見逃されているような指摘が多々あり、都度是正を

図り対処した。

　指摘の内容として、

　　　①．消火器の扉が硬くてすぐ開かない。

　　　②．分別ごみ箱が確実に機能していない。（可燃物中にﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙが入っている）

　　　③．工事看板の下の部分が、雑草に覆われて見えない。

　　　④．救急箱内の傷薬（軟膏）が使われて殆どないものがある。

　　　⑤．緊急用蜂刺されの薬が入っていない。

　　　⑥．熱中症対策用塩飴の補充が必要

等々、多くの指摘があり、是正処置を行った。これらの指摘は、女性社員ならではの

指摘であり、次回工事でも継続する予定である。

定期的（月1回程度）に実施した。岡目八目的な視点で巡視することにより、通常

休工の措置をとり、全員自宅待機とした。

　結果、異常気象時においても体制が迷うことなく、迅速な対応が図られ、事故

　今回当現場では、通常のパトロールに加えて女性社員によるパトロール巡視を

現場パトロール 救急箱内点検



【地域に対する取組】

　　　最後に当社は地元密着型企業として、地域住民や地権者、関係者に工事への

　　理解・協力をお願いし、コミュニケーションを図るため、さまざまな活動を行い、地域

　　との連係を図った。

　　主な活動として、

　　　①　地元説明会開催により、質疑・要望を受付け、工事に反映させた。

　　　②　農繁期の農業水利についての取水ルートの説明、濁り水放流の文章による

　　　　　　　　　　予告通知。

　　　③　回覧板（月1回発行）の配布により、工事の進捗状況、規制箇所等の情報提供

　　　④　意見箱設置による苦情・クレームの受付（苦情なし）

　　　⑤　地元高校生現場見学会の対応

　　　⑥　林道・農耕用道路等沿線道路草刈り、清掃の実施

　　　⑦　岐阜ロードプレーヤー、社会基盤メンテナンスサポーター活動への参加

　　　これらの活動により、区長・地権者との連係がスムーズとなり、工事施工においても

　　何の支障もなく竣工することができた。

工事についてのお願い

　日頃は、七郎谷堰堤工事におきまして、地域の皆様には、何かとご理解

ご協力をいただきましてありがとうございます。

堰堤の床堀を始めましたので、５月２２日頃から今月末くらいまで、川が濁る

ことがありますが、よろしくお願い申し上げます。

出来るだけ、濁る日数を、少なくするつもりですのでご協力おねがいします。

又、雨降りなども濁ることがあることがありますのでよろしくお願いします。

株式会社　谷上組

①地元説明会 ③回覧板

②工事についてのお願い



⑤現場見学会④意見箱設置

⑥沿線道路草刈り、清掃

⑦ボランティア活動への参加



　　　今回の工事では、着手時に自分たちで話し合った安全対策に基づき、一人一人の積み重

　　ねによって一致団結して実践し、「無事故・無災害」で終えることが出来ました。

　　　これからも日々の安全意識の高揚を図りながら、緊張感を持って頑張る次第であります。

　　　本工事において熱心にご指導いただいた監督職員の方々をはじめ、工事にご協力頂いた　

　　地域の関係者の皆様方に心よりお礼申しあげます。

Ⅳ．おわりに


